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慢性透析患者の動脈硬化危険因子に関する考察
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  To study the risk factors of arteriosclerosis of the patients undergoing hemodialysis， aortic

pulse wave velocity （PWX）’） was measured in 42 patients （26 male and 16 female） undergoing

hemodialysis． The relationships were examined between PVNrV value and various risk factors， such

as age， blood pressure， serum lipid level and aortic calcification index （ACI）．

  PWV value was elevated with age and it was highcr in the patients group than the age－matched

control subjects， There was a statistically significant correlation between PWV value and blood

pressure． The effect of elastase Qn PWV value was found in the patients with high PWV value
（over 9．e m／sec）．

  However， no correlations were found between PWV value and serum lipid level such as total

cholesterol， trigiyceride， HDL－cholesterol and ，B－lipoprotein．

  On the other hand， PWV value was changeable according to ACI and this relationship was

statistically significant （p〈O．Ol）． These results suggested that aortic calcification could be one

risk factor for arteriosclerosis of the patients with chronic renal failure undergoing hemodialysis．

                              （Acta Urol． Jpn． 36： 645－648， 1990）
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緒 言

 透析療法の技術の進歩，装置・機器の改良により長

期透析患者は年々増加しつつある；t＋．．

 そのため透析療法に伴なう合併症も多岐におよんで

いる．動脈硬化症もその合併症の1つであるが動脈硬

化の程度を定量的に測定する手段に乏しい．大動脈脈

波伝播速度 （aortic pulse wave velocity， PWV）は

非観血的方法で患者への身体的負担の少ない検査法

で，これまでの報告例では動脈硬化の定量的診断が可

能であるとされている1）・一方 透析患者の動脈硬化

危険因子としては多くの要因が考えられているが今回

の検討では年齢，血中脂質，血圧，大動脈壁石灰化係

数（aortic calcification index， ACI）のPWVに

与える影響について検討し，動脈硬化危険因子の検索

を試みた．

対象および方法

 対象とした症例は当施設にて3ヵ月間以上の血液透

析をうけている慢性腎不全患者42例（男子26例，女子

ユ6例）で平均年齢は52．3歳，平均透析期間は3年5カ

月（最短3カ月，最長13年）で原疾患はすべてCGN

である．PWVの測定は頸動脈波，股動脈波および心

音図を同時に記録し次の計算式にて算出した．

           AExl．3 ．   PWV （mfsec） ＝＝               min BP
            t十tc

 AF：胸骨部～股動脈部の直線距離

  t＝頸動脈波と股動脈波の立ち上り時間差

 tc：心II音と頸動脈波切痕時間差

 min BP：最低血圧にて補正

 一方，大動脈壁石灰化係数（ACI）は腹部単純CT

写真により大動脈の周長を12分割して石灰沈着の広が

りを1分割1点として各スライスでカウントし，その

総点数をスライスの数で除したものをACIとした2）．
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なお一部の症例において抗動脈硬化剤エラスターゼを

投与した揚合のPWVに与える影響を検討した．

成 績

 1）年齢別PWVの比較：Fig．1は透析患者群を

年齢別に区分して各年齢間におけるPWVの比較お

よび健常群との関係をみたものである．高年齢になる

につれてPWVは高値を示す傾向にあるのは健常群

と同じであるが，同年代で比べると健常群に比して透

析患者では高いPWVを示す傾向にあった．

 2）血中脂質および血圧とPWVとの関連性l

Fig．2の左図は血清HDL コレステロール値と

PWVとの関連性を検討したものであるが，これらの

間には明らかな相関性は認められなかった．また年代

別（30，40二代と50，60歳代）に分けて同様に検索し

たがこの場合もとくに相関性ぽ認められなかった。

Fig．2の右図は血清中性脂肪とPWVとの関連性を

PWV （m／sec）
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Fig． 1． Comparison of PWV value in aging

みたものであるがHDLコレステロールの場合と同

様にこれらの間にも明らかな相関性はみられなかっ

た．その他，総コレステP一ルやβ一リポプロティン

とPWVとの関連性についても検索したがこれらの

間にも明らかな関連性は認められなかった．Fig．3

は血圧とPWVとの相関性を検討したものである．

最高血圧，最：低血圧いずれもPWVとの問に正の相

関関係が示された．また年代別に分けて検索した場合

30，40歳代，50，60歳代のいずれの群においても正の

相関性が示された．

 3）ACIとPWVとの関連性：Fig．4はPWV
の変化を透析期間との関連でみたものである．

 PWVは透析期間が長期におよぶに従って軽度に上

昇する傾向にあった．一方，PCIとPWVとの間に

はFig．5に示すごとく有意な正の相関関係が認めら
れた（p＜0．01）．

 ・1）PWVにおよぼすエラスターゼの効果：Fig．

6は透析患者15例にエラスターゼを12ヵ月間投与した

揚合のPWVの変化をみたものである。投与前・後

におけるPWVの平均値でみるかぎり投与後で低下

しているが，推計学的にはなんら差を認めていない．

そこで投与前のPWVが9．O m／sec以上のいわゆる

高度硬化群3）8例を選んで比較したところFig．7に

示すとうり投与後におけるPWVは有意に（p＜O．05）

低下していた．

考 察

 透析患者の合併症の1つに動脈硬化症があげられ，

透析療法が長期化するに伴って動脈硬化に由来する新

たな障害も惹起される可能性がある．しかし動脈硬化

度の強さを定量的，定期的に検査できる方法に乏し

く，非侵襲性で定量的診断が可能であるとされてい

る1）PWV測定が再々利用されている。非透析患者

血清HDLコレステロール値とPWV
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Fig． 2． Correlations between HDL－cholesterol， triglyceride and PWV value
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最高血圧とPWV 最低血圧とPWV
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Fig． 3．

200 220最高血圧         50  60  70  80  90  100 110 120 最低血圧

      mmHg zz“HgCorrelation between blood pressure and PWV value

c－PTH
（ng／ml）

PWV
（m／sec）

10．O

9，0

8．0

7，0

  一12 13－36 37－60 61－84 85－10B 109－
             duration of diaiysis （Mos．）

Fig． 4． EfTect of dialysis duration on PWV
    value
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Fig． 5． Correlation between ACI and PWV
    value

におけるPWVは加齢に伴って上昇し30歳代より直接

的勾配で高くなっていくとされている．また血圧とも

投与前 12ヵ月後

Fig． 6． Effect of elastase on PX4JV value

正の相関性が報告されている．しかし血中脂質は心筋

梗塞狭心症，脳梗塞，脳出血，TIAの症例でもその

74．フ％は正常範囲にあり病勢に寄与するリスクは低い

ものと考えられている3）．また血中脂質とPWVとの明

らかな相関性は示されていない．しかし透析患者の場

合，特殊な状況下にあるのでこれら患者の動脈硬化に

およぼす因子を検索する目的でPWVを脂標として年

齢，血中脂質，血圧，透析期間，ACIとの関連性につい

て検討した．その結果，加齢に伴ってPWVは上昇する

傾向にあり，これは健常群と同じ変化を示したが同年

代の健常群に比して高値であり，透析患者においては

動脈硬化が増強されていることが示唆された．次に」血

中脂質の影響について検索したが，HDLコレステロ
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30歳早く石灰沈着が出現していたが，透析期間とACI

との間には相関性は認めなかったとしており，今回の

検討でも透析期間のPWVに与える影響は強くなか

った点，および同年代の健常者に比して透析患者の

PWVが高値であった点は類似していた．非透析患者

の場合は加齢，血圧などの各種の要因で動脈壁の硬化

性病変がまず起こり，その後の病態として血管壁の石

灰化，石灰沈着が続行してくるものと考えられてい

る．しかし透析患者の場合は血管壁の石灰沈着がかな

り早期に発生し，その結果としてPWVが高くなる

ものと考えられる．また大動脈の石灰沈着には粥状硬

化の要素が加味されているとの報告もあり4，5），透析

患者の動脈硬化危険因子の1つとして血管壁の石灰沈

着が重要な因子になる可能性が示唆された．

投与前 12ヵ月後

Fig． 7． Effect of elastase on PWV value in high

    PWV group

一ル，血清中性脂肪の双方とも，PWVとは何ら関連

性が認められず，その他総コレステロールなどとも明

らかな関連性は示されなかった，従って今回の研究結

果からの動脈硬化の危険因子としての血中脂質の影響

はそれ程強いものではないと推測される．しかし血圧

とPWVとの間には明らかな正の相関関係が認めら

れ，特に最低血圧の影響は大きく，血圧の是正はきわ

めて重要な課題と考えられる．そこで血管壁の中膜弾

力繊維に作用するとされているエラスターゼを投与し

た場合のPWVの変化を検討したところ，投与前の

PWVが9。O m／sec以上のいわゆる高度硬化群につ

いてみると投与後のPWVは明らかに低下すること

が認められた．長谷川らも非透析動脈硬化患者46例に

エラスターゼを投与し，12ヵ月後，18ヵ月後，24ヵ月

後に有意の低下を認めている3）．つぎに透析治療その

ものが動脈硬化に影響を与えるか否かをみる目的で透

析歴とPWVとの関係を検討したところ3年目～6

年目の間においてゆるやかな傾斜で上昇していたがそ

の変化は軽度であった．従って著明な影響力はないも

のと思われる．さらにPWVとACIとの関係では
これら二十の間には正の相関関係が示された点より，

動脈壁の石灰化がPWVを上昇させる大きな要因の

1つになっていると思われる．石川ら2）によればACI

は年齢と共に増加し透析患者では対照群に比べ約20～

結 語

 透析患者のPWVに影響を与える因子について検

討した結果，年齢および血圧は明らかにPWVに影

響を与えていることが認められた．

 特に高度硬化群ではエラスターゼ投与にてPWV

の低下する症例が認められた．しかし各種血中脂質と

PWVとの間には明らかな相関性は認められなかっ

た．一方，ACIとPWVは正の相関関係を示した点

より透析患者の動脈硬化危険因子の1つとして大動脈

石灰沈着も重要な要因になる可能性が示された．
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